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使 用 資 材 リ サ イ ク ル 適 性 判別

Ａランクの資材のみ使用 印刷用の紙にリサイクルできます 〇

ＡまたはＢランクの資材のみ使用 板紙にリサイクルできます

ＣまたはＤランクの資材を使用 リサイクルに適さない資材を使用しています

備考）１ 資材確認票に記入する印刷資材は、最新の「リサイクル対応型印刷物製作ガイドライン」
に掲載された古紙リサイクル適性ランクリストを参照すること。
２ 古紙リサイクル適性ランクが定められていない用紙、インキ類等の資材を使用する場合
は、「リサイクル適性ランク」の欄に「ランク外」と記載すること。
３ 内容に関する問合せに当たって必要となる項目や押印等の要否については、様式の変更
等を行うことができる。

表４ オフセット印刷又はデジタル印刷の工程における環境配慮チェックリスト様式（例）

作成年月日： 年 月 日
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オフセット印刷又はデジタル印刷の工程における環境配慮チェックリスト

〇〇印刷株式会社
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工程 実 現 基 準（要求内容）

製版

はい／いいえ {次のＡ又はＢのいずれかを満たしている。
Ａ 工程のデジタル化（ＤＴＰ化）率が50％以上である。
Ｂ 製版フィルムを使用する工程において、廃液及び製版フィ
ルムから銀の回収を行っている。

刷版 はい／いいえ |印刷版（アルミ基材のもの）の再使用又はリサイクルを行って
いる。

印

刷

オ
フ
セ
ッ
ト

はい／いいえ }廃ウェス容器や洗浄剤容器に蓋をする等のＶＯＣの発生抑制策
を講じている。

はい／いいえ ~輪転印刷工程の熱風乾燥印刷の場合にあっては、ＶＯＣ処理装
置を設置し、適切に運転管理している。

はい／いいえ �損紙等（印刷工程から発生する損紙、残紙）の製紙原料へのリ
サイクル率が80％以上である。

デ
ジ
タ

はい／いいえ �省電力機能の活用、未使用時の電源切断など、省エネルギー活
動を行っている。

タ
ル はい／いいえ ‚損紙等（印刷工程から発生する損紙、残紙）の製紙原料等への

リサイクル率が80％以上である。

表面加
工

はい／いいえ ƒアルコール類を濃度30％未満で使用している。

はい／いいえ „損紙等（光沢加工工程から発生する損紙、残紙、残フィルム）
の製紙原料等へのリサイクル率が80％以上である。

製本加
工

はい／いいえ …窓、ドアの開放を禁止する等の騒音・振動の抑制策を講じてい
る。

はい／いいえ f損紙等（製本工程から発生する損紙）の製紙原料へのリサイク
ル率が70％以上である。

備考） 内容に関する問合せに当たって必要となる項目や押印等の要否については、様式の変更等
を行うことができる。

] 目標の立て方
当該年度に調達する印刷（他の役務の一部として発注される印刷を含む。）の総件数に占める基
準を満たす印刷の件数の割合とする。

20`３ 食堂
\ 品目及び判断の基準等

食堂 【判断の基準】

〇庁舎又は敷地内において委託契約等により営業している食堂にあって
は、次の要件を満たすこと。

{生ゴミを減容及び減量する等再生利用に係る適正な処理が行われるも
のであること。

|繰り返し利用できる食器が使われていること。

【配慮事項】

{生ゴミ処理機等による処理後の生成物は肥料化、飼料化又はエネル
ギー化等により再生利用されるものであること。

|生分解性の生ゴミ処理袋又は水切りネットを用いる場合は、生ゴミと
一緒にコンポスト処理されること。

}食堂で使用する食材は、地域の農林水産物の利用の促進に資するもの
であること。

~修繕することにより再使用可能な食器、又は再生材料が使用された食
器が使われていること。

�再使用のために容器包装の返却・回収が行われていること。
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備考）１ 会議等において提供される飲物等を庁舎又は敷地内において委託契約等により営業して

いる食堂・喫茶店等の飲食店から調達する場合は、本項の判断の基準を準用する。

２ 配慮事項}における「地域の農林水産物の利用」とは、「地域資源を活用した農林漁業者

等による新事業の創出等及び地域の農林水産物の利用促進に関する法律」（平成22年法律第

67号）第25条の趣旨を踏まえ、国内の地域で生産された農林水産物をその生産された地域

内において消費すること及び地域において供給が不足している農林水産物がある場合に他

の地域で生産された当該農林水産物を消費することをいう。

] 目標の立て方

当該年度に調達する基準を満たす食堂の総件数とする。
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